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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】コンロ本体への熱伝道を軽減し、燃焼効率を改

善できるバーベキューコンロを提供する。

【解決手段】上部を開口し、側面下部に複数の吸気孔１

０が設けられた方形箱状のコンロ本体１と、このコンロ

本体１の上部フランジ部に着脱自在に係止される燃焼器

と、コンロ本体１を支持する複数の脚部７とからなるコ

ンロであって、燃焼器は両側面上部に複数の排気孔８が

穿設された遮熱部と、ロストル部とが一体に形成された

凹状の燃料載置部２と、燃料載置部２と所定の間隔離間

して固定され、側面下部に複数の通気孔９が穿設された

凹状の遮熱板とから構成され、コンロ本体１の上部フラ

ンジ部に着脱自在に係止して燃焼器が載置され、コンロ

本体と所定の間隔離間する空間が形成される。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 上 部 を 開 口 し 、 側 面 下 部 に 複 数 の 吸 気 孔 が 設 け ら れ た 方 形 箱 状 の コ ン ロ 本 体 と 、 こ の コ

ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ る 燃 焼 器 と 、 前 記 コ ン ロ 本 体 を 支 持 す る

複 数 の 脚 部 と か ら な る コ ン ロ で あ っ て 、 前 記 燃 焼 器 は 両 側 面 上 部 に 複 数 の 排 気 孔 が 穿 設 さ

れ た 遮 熱 部 と 、 ロ ス ト ル 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ た 凹 状 の 燃 料 載 置 部 と 、 該 燃 料 載 置 部 と 所

定 の 間 隔 離 間 し て 固 定 さ れ 、 側 面 下 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 穿 設 さ れ た 凹 状 の 遮 熱 板 と か ら 構

成 さ れ 、 前 記 コ ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係 止 し て 前 記 燃 焼 器 が 載 置 さ れ 、

コ ン ロ 本 体 と 所 定 の 間 隔 離 間 す る 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ

。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 コ ン ロ 本 体 底 面 の 長 手 方 向 両 端 部 に は 、 コ ン ロ 本 体 載 置 用 脚 部 が 設 け さ れ た こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 串 焼 き や バ ー ベ キ ュ ー に 使 用 さ れ る コ ン ロ に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 最 近 、 ア ウ ト ド ア ー が 流 行 し て お り 、 野 外 で 料 理 す る 機 会 が 増 え て い る 。 ま た 、 ス ー パ

ー 等 の 店 頭 に お い て 、 串 焼 き 等 を 販 売 す る 屋 台 形 式 の 出 店 が 人 気 に な っ て お り 、 各 種 の バ

ー ベ キ ュ ー コ ン ロ が 販 売 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ れ ら の バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ は 種 々 の 工 夫 が 行 わ れ て い る が 、 木 炭 な ど の 燃 料 に よ り 上

昇 す る コ ン ロ 本 体 の 温 度 を 確 実 に 遮 熱 で き る バ ー バ キ ュ ー コ ン ロ は 存 在 し て い な い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 例 え ば 、 実 開 平 ７ － ９ ２ ２ ８ 号 で は 、 遮 蔽 板 を 設 け る こ と に よ っ て 燃 料 を 燃 焼 さ せ た 際

に 発 生 す る 熱 を 遮 断 し て 、 コ ン ロ 本 体 の 外 周 が 熱 く な ら な い バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ が 開 示 さ

れ て い る 。 ま た 、 実 公 平 ７ － １ ０ ７ ５ 号 で は 、 コ ン ロ 本 体 と 燃 焼 器 と の 間 に 断 熱 用 空 間 を

作 る こ と で 外 部 へ の 熱 伝 導 を 防 ぐ バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － ９ ２ ２ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 平 ７ － １ ０ ７ ５ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 部 を 開 口 し 、 側 面 下 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 設 け ら れ た 方 形 箱 状 の コ ン ロ

本 体 と 、 こ の コ ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ る 燃 焼 器 と 、 前 記 コ ン ロ

本 体 を 支 持 す る 複 数 の 脚 部 と か ら な る コ ン ロ で あ っ て 、 前 記 燃 焼 器 は 両 側 面 上 部 に 複 数 の

通 気 孔 が 穿 設 さ れ た 遮 熱 部 と 、 ロ ス ト ル 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ た 凹 状 の 燃 料 載 置 部 と 、 該

燃 料 載 置 部 と 所 定 の 間 隔 離 間 し て 固 定 さ れ 、 側 面 下 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 穿 設 さ れ た 凹 状 の

遮 熱 板 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 コ ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係 止 し て 前 記 燃 焼

器 が 載 置 さ れ 、 コ ン ロ 本 体 と 所 定 の 間 隔 離 間 す る 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る バ ー

ベ キ ュ ー コ ン ロ は 存 在 し て い な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 従 来 の バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ は 、 食 材 載 置 部 全 体 に 熱 が 伝 わ る こ と か ら 、 肉 等 を 串

刺 し し た 串 焼 き に お い て 串 部 分 が 焦 げ 付 き 、 作 業 性 に 難 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 コ ン ロ 本 体 は 、 使 用 に よ り 高 温 、 常 温 の 状 態 が 繰 り 返 さ れ る た め 、 熱 歪 み に よ り
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コ ン ロ 本 体 が 変 形 す る も の が 多 く 存 在 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 従 来 の バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ の 外 周 は 耐 熱 塗 料 等 で 装 飾 さ れ て い る が 、 一 般 塗 料

で あ っ て も 熱 や 酸 化 に よ る 塗 料 の 剥 離 や 変 色 が 防 止 で き る バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ は 存 在 し て

い な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 は こ の よ う な 問 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 過 度 な 温 度 上 昇 を 防 止 し 、 効 果

的 に 調 理 が 可 能 で あ り 、 コ ン ロ 本 体 が 熱 で 変 形 す る こ と も な く 、 塗 料 が 変 色 や 剥 離 し な い

バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ を 提 供 す る 事 を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 上 部 を 開 口 し 、 側 面 下 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 設 け ら れ た 方

形 箱 状 の コ ン ロ 本 体 と 、 こ の コ ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係 止 さ れ る 燃 焼 器

と 、 前 記 コ ン ロ 本 体 を 支 持 す る 複 数 の 脚 部 と か ら な る コ ン ロ で あ っ て 、 前 記 燃 焼 器 は 両 側

面 上 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 穿 設 さ れ た 遮 熱 部 と 、 ロ ス ト ル 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ た 凹 状 の 燃

料 載 置 部 と 、 該 燃 料 載 置 部 と 所 定 の 間 隔 離 間 し て 固 定 さ れ 、 側 面 下 部 に 複 数 の 通 気 孔 が 穿

設 さ れ た 凹 状 の 遮 熱 板 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 コ ン ロ 本 体 の 上 部 フ ラ ン ジ 部 に 着 脱 自 在 に 係

止 し て 前 記 燃 焼 器 が 載 置 さ れ 、 コ ン ロ 本 体 と 所 定 の 間 隔 離 間 す る 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を

特 徴 と す る バ ー ベ キ ュ ー コ ン ロ と し た 。 ま た 、 コ ン ロ 本 体 底 面 の 長 手 方 向 両 端 部 に は 、 コ

ン ロ 本 体 載 置 用 脚 部 が 設 け さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 考 案 は 、 コ ン ロ 本 体 と コ ン ロ 本 体 に 係 止 さ れ る 燃 焼 器 と の 間 に 間 隔 離 間 す る 所 定 の 空

間 が 形 成 さ れ る こ と で 、 コ ン ロ 本 体 へ の 断 熱 効 果 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 吸 入 孔 か ら 流 入 し た 空 気 は 、 直 接 排 気 孔 へ 流 れ て コ ン ロ 本 体 を 断 熱 す る 流 路 と 、

遮 熱 板 の 通 気 孔 を 介 し て 排 気 孔 へ 流 れ て 遮 熱 板 を 冷 却 す る 流 路 と 、 遮 熱 板 の 通 気 孔 か ら 燃

料 載 置 部 へ 流 れ て 燃 焼 に 用 い ら れ る 流 路 に 分 け ら れ 、 流 入 し た 空 気 が 断 熱 と 燃 焼 用 に 効 果

的 に 利 用 で き 、 食 料 を 効 率 的 に 調 理 で き る と と も に 過 度 の 燃 焼 や 不 完 全 燃 焼 の 恐 れ を 防 止

で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 コ ン ロ 本 体 底 面 の 長 手 方 向 両 端 部 に は 、 コ ン ロ 本 体 載 置 用 脚 部 が 設 け さ れ た こ と

で 、 熱 歪 み に よ り コ ン ロ 本 体 が 変 形 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 高 い 断 熱 効 果 に よ り 一 般 塗 料 で も 塗 料 の 剥 離 や 変 色 を 生 じ る こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 前 記 の 構 造 と す る こ と で 、 効 率 的 な 遠 赤 外 線 効 果 の 利 用 が 可 能 と な り 、 好 ま し い

調 理 の 仕 上 が り と 時 間 短 縮 に よ る 経 済 的 な 効 果 が 得 ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 全 体 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 に こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を 加 工 ・ 溶 接 し て 上 部 が 開 口 し た 方 形 箱 を 成 形 し 、 側 面 下 部 に 直

径 ２ ０ ｍ ｍ の 吸 気 孔 を 複 数 設 け て コ ン ロ 本 体 と し た 。

【 ０ ０ １ ９ 】

10

20

30

40

50



(4) JP  3200882  U   2015.11.12

　 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を 成 形 後 、 両 側 面 上 部 に 直 径 ２ ０ ｍ ｍ の 複 数 の 排 気 孔 が 穿 設 さ れ

た 燃 料 載 置 部 と 、 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を 成 形 後 、 側 面 下 部 に 直 径 ２ ０ ｍ ｍ の 複 数 の 通 気

孔 が 穿 設 さ れ た 遮 熱 板 と を 、 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を コ の 字 型 に 成 形 し た 連 結 板 で 連 結 し

、 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を Ｌ の 字 型 に 成 形 し た 側 板 を Φ ４ ｍ ｍ ト ラ ス ね じ で 燃 料 載 置 部 の

両 端 に 固 定 し て 燃 焼 器 と し た 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 コ の 字 型 に 成 形 し た 厚 さ １ ， ２ ｍ ｍ の 鋼 鈑 を 前 記 コ ン ロ 本 体 底 面 の 長 手 方 向 両 端

部 に 溶 接 し て コ ン ロ 本 体 載 置 用 脚 部 と し た 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 本 考 案 は 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 具 体 的 な 各 部 の 形 状 は 適 宜 変 更

可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 １ 　 　 コ ン ロ 本 体

　 ２ 　 　 燃 料 載 置 部

　 ３ 　 　 遮 熱 板

　 ４ 　 　 連 結 板

　 ５ 　 　 側 板

　 ６ 　 　 コ ン ロ 本 体 載 置 用 脚 部

　 ７ 　 　 脚 部

　 ８ 　 　 排 気 孔

　 ９ 　 　 通 気 孔

　 １ ０ 　 吸 気 孔

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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